
 ２０２１年７月 

千葉県小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）ひろせホーム 代表 廣瀬タカ子 

 

 

 もうすぐコロナ禍での２度目の夏休みがやってきます。思い返せば昨年は新型コロ

ナウイルスの影響で新学年のスタートが遅れ、学習時間を確保するために夏休みが大

幅に短縮されました。 

 厳しい暑さが続くこの時期は、冷房をつける一方で換気のために時折窓を開け、こ

まめに水分を補給したり外出時には必ず帽子をかぶるなど、感染症対策と熱中症予防

を両立させなければなりません。 

 夏休みは、子どもが普段できないような体験をする絶好の機会。さまざまな経験を

通して子どもは大きく成長します。難しい状況ではありますが、感染防止を第一に、

なんとか夏休みの思い出をつくってあげたいと思います。 

ひ ろ せ ホ ー ム の 家 族 

 

Ｌちゃん・・・小学２年生の女の子。先月で８歳になりました。 

Ｒちゃん・・・幼稚園年少の女の子。トイレトレーニング、お話すること、ごはんを早く食べることが課題です。 

ＫＪくん・・・来月で３歳になる男の子。いつもホーム内を所狭しと駆け回っています。 

ＹＩちゃん・・・来月で１歳になる女の子。ハイハイとつかまり立ちができ、好奇心旺盛に動き回ります。 

ＹＫちゃん・・・高校１年生の女の子。５月下旬からひろせホームで暮らすことになりました。 

ホームのお父さん、お母さんと、おばちゃん（お父さんお母さんの実子）、おじちゃん 

ＫＯくん（中３男）、ＹＵちゃん（小６女）・・・おじちゃんとおばちゃんの実子 

 

◆５月８～９日 

「母の日」に合わせて、ＬちゃんがＹＵちゃんと一

緒に晩ごはんを用意。Ｒちゃんも手伝って、８日は目

玉焼き、９日はカレーライスをつくりました。なかな

か美味しかったです。 

 

◆５月９日 

ＹＩちゃんを抱っこして家の周辺をお散歩。真っ

赤な花が咲いていたので、立ち止まって「綺麗だね」

と話しかけました。ＹＩちゃんが手を伸ばそうとし

たその先には大きな蜂。急いでその場から離れまし

た。怖いもの知らずのＹＩちゃんでした。 

 

 

 

◆５月１７日 

２段ベッドが届いたので、お父さんとおじちゃん

が協力して組み立てました。その途中、Ｌちゃんが学

校から帰宅。ランドセルを背負ったまま嬉しそうに

ベッドの周りをウロチョロしていたけど、作業の邪

魔になっているよ(笑) 

 

◆５月２４～２５日 

２４日に、ホームを巣立ったＭちゃん（大学１年

生）、Ｈちゃん（高校３年生）の姉妹が遊びに来まし

た。２人は時々ホームに顔を見せてくれます。そして

２５日にはＭちゃん、Ｈちゃんに加えて久しぶりに

Ａちゃん（２２歳）も遊びに来ました。ホームを訪れ

るのはおよそ９年ぶりのＡちゃん、とても懐かしそ

うにしていました。 



◆５月２８日 

お母さんの足がパンパンに腫れていたので病院に

行ったら、蜂窩織炎と診断されて緊急入院。その夜、

お母さんからＬＩＮＥで「子どもたちのいるホーム

に早く戻りたいよ～」。その前に、ちゃんと治して下

さい！！ 

 

◆５月２９日 

 小学校の運動会。ＬちゃんもＹＵちゃんも大活躍

でした。Ｌちゃんが頑張ったシーンは、ＬＩＮＥで病

床のお母さんに共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆５月３０日 

食べ物が上手に噛めないＲちゃん。食事の時、おば

ちゃんから「両方の奥歯でモグモグするんだよ」「ほ

っぺにためるんじゃなくてゴックンするんだよ」と

いつも注意されています。Ｒちゃん、うまく食べられ

るように頑張ろうね。 

 

◆６月１日 

 バスケットボールが大好きなＹＫちゃん、Ｂリー

グのチャンピオンシップ決勝をテレビ観戦。その横

でＬちゃんとＲちゃんが、ふだんはめったにしない

ボール遊びをしていました。素晴らしいプレーを繰

り広げる選手に影響された？(笑) 

 

◆６月２日 

いつもマイペースで家中を走り回るＫＪくん。子

ども向け音楽番組で好きな曲が流れている時だけは

テレビ前の机の上にちょこんと正座して、じっと音

楽を聴いています。静かなのはいいけど、机は座ると

ころじゃないよ(笑) 

 

◆６月６日 

 Ｌちゃん８歳のお誕生日会。ポケモンのキャラク

ターをかたどったバースデーケーキもピザも骨付き

チキンもフルーツも美味しくて、ルンルン気分のＬ

ちゃんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆６月９日 

５月の初めにハイハイとつかまり立ちができるよ

うになったＹＩちゃん。最近は気がつけばリビング

から廊下を通って洗面所やキッチンまで一人で移動

しています。危険な場所に行かないかと心配で、片時

も目が離せません。 

 

◆６月１２日 

 お母さんが退院。久しぶりに子どもたちと会って、

ほっとひと安心のお母さん。お母さんの元気な顔を

見て、子どもたちも嬉しそう。ひろせホームにいつも

の日常が戻ってきました。 

 

◆６月１５日 

 母音だけではなく「ダー、ギー、ブー」などの声も

発するようになったＹＩちゃん。喃語がどんどん盛

んになっています。乳児の成長はあっという間です

ね。 

 

◆６月２０日 

 何度もホームを取材している記者のＫさんが来園。

「父の日」に魚の高級干物セットをプレゼントされ、

ご満悦のお父さんでした。仕事の合間にホームの行

事に参加してくれるＫさんに、子どもたちもすっか

り懐いています。 

 

 



◆６月２３～２５日 

 

２３日の朝方から３９度台の高熱が出たＹＩちゃ

ん。発熱は２５日まで続き、熱が下がるとともに皮膚

にブツブツが発生。突発性発疹でした。熱が高いうち

は水分を十分補給するように心がけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田 誉子 

 

 昨年６月に、ひろせホームで常勤補助として働き

始めて早や一年が過ぎました。それまでも廣瀬家の

実子として子どもたちと生活を共にし、結婚して大

阪に嫁いでからも時折ヘルプに来ていたので、ファ

ミリーホームは知らない世界ではなかったはずでし

た。 

 ただ、ホームの一員となって以降は、毎日子どもた

ちの様子を気に留め、ホームの養育者（つまり私の実

親）と話をして、何か心配事があれば児童相談所と情

報を共有する。ファミリーホームの日常は暇無しだ

なと改めて感じています。 

 振り返れば昨年の春。ホームに手伝いに来ていた

時、〝老体に鞭打って〟ではないですが、高齢の両親

が必死に子どもたちを追いかける姿を見て、もっと

自分にできることは無いかと考えたのが大阪から千

葉に拠点を移すきっかけになりました。 

 病気や怪我などで入院するような事があったら、

何より重要である継続的な養育が難しくなる。廣瀬

の実子として、もっと密にホームをサポートしたい。

さらに長い目でみると、ホームから巣立った子ども 

たちが、ふらっと立ち寄ることのできる場所を 

 できる限り守っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大阪に戻り、さっそく夫に相談。理解を得て、実子

２人を連れて引っ越した次第でした。急遽転校する

ことになった子どもへの影響が気がかりでしたが、

「じいちゃん、ばあちゃんと一緒に暮らし、ホームの

子どもたちと遊ぶことができる」と喜んでくれたの

で安心しました。 

 ただ、ホームの子どもたちの世話に傾注している

と、実子とのふれあいが少なくなるのではないか。そ

んな不安もありましたが、実子が率先してホームの

仕事を手伝う姿を見ると、それも杞憂に過ぎなかっ

たようです。そしてこの４月には、大阪での仕事を辞

めて夫もホームの一員となりました。ひろせホーム

のおじちゃんとして、事務作業や子どもたちの世話

などに汗をかいています。 

 冒頭、早や一年と書きましたが、実はまだ一年しか

経っていません。まだまだ勉強することばかり。子ど

もたちにとって最適な養育環境を提供できるように、

日々努力していきたいと思います。子どもたちの成

長に負けないように、私自身も成長していきます。 

 

 

 



 

～～～ ちょっと休憩 ～～～ 

 

 新型コロナがまん延する前の話。馴染みのお店で

店主と語らいながらお酒と料理を楽しんでいました。

そろそろ帰ろうかと「お愛想をお願いします」と言う

と、店主から「その言葉遣いは間違っている」と指摘

されました。 

 店主が言うには、お愛想という言葉はそもそも「お

楽しみのところ代金の話をするのは愛想がなくて申

し訳ないのですが…」と、客に金額を伝える際にお店

側がへりくだって使っていたもの。お店側が勘定と

言うとぶっきらぼうに聞こえるので、この言葉が使

われていたとか。 

 それがいつの間にか勘定そのものを指し、誤って

使われるようになったそうです。本来の意味で客が

「お愛想して」と言うと、こんな店には愛想が尽きた

から会計してくれ、というニュアンスになってしま

います。 

 店主いわく、「料理人が食材を間違って使うと、お

客さまに出せないような料理になる」。時代が変わる

中で言葉の持つ本当の意味が失われることがあって

も、やはり本質を踏まえて日本語を使うべき、という

ことでしょうか。 

 そろそろ帰ろうと思ってから小一時間。この間、お

酒を２杯ほど追加注文しましたが、会計時に「帰ろう

としたのを引きとめたから追加分はサービスします。

うるさいだけの愛想のない店には二度と来ないと思

われたら困るから」。そう言って笑った店主の顔を思

い出しながら、この文章を書き終えました。（Ｓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 子どもに関する施策を一元的に担う「こども庁」の

創設に向けた動きが今後本格化します。こども庁は、

子どもの年齢による切れ目や省庁間の縦割りの排除、

教育と福祉の連携などを目指します。 

 われわれの宝である子どもがしっかりと守られる

体制の構築が不可欠なのは言うまでもありません。

ただ、こども庁については〝大人の都合〟だけで議

論が進んでいるように感じます。 

 子どもの権利条約の一般原則には「子どもの最善

の利益」「子どもの意見の尊重」が掲げられています。

こども庁について議論する中で、子どもにとって最

も良いことを優先するのは当然のことです。 

 さらに言えば、子どもの意見も取り入れる必要が

あると思います。こども庁の創設に際し、子どもが意

思を表明できる場が設けられてしかるべきです。縦

割り行政の弊害を排することだけが目的ではありま

せん。 

 大人が考えたものを一方的に押し付けるのではな

く、権利の主体である子どもの意見が反映された組

織の発足を強く望みます。 

（ホーム通信担当・柴田恭輔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月の下旬から２週間ほど蜂窩織炎で入院しまし

た。病院では子どもたちが待つホームに一刻も早く

戻らなくてはと常に考え、ベッドで横になっている

ことがストレスでした。 

 子どもと少しでも離れている状況が我慢できない

のは〝職業病〟ですね(笑)。子どもたちと一喜一憂す

る当たり前の毎日がありがたく感じられます。 

 入院中は夫と娘夫婦がホームの子どもたちを守っ

てくれました。予想していなかったことが起きても

ホームを滞りなく運営するためには、やはり補助員

の存在が不可欠だと再認識しました。 

廣瀬タカ子 


